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～
「
し
し
じ
ま
」お
披
露
目
式
～

獅
子
島
と
水
俣
を
結
ぶ
新
旅
客
船

～
指
江
港
の
浮
き
桟
橋
完
成
～

水
産
業
発
展
に
期
待

　
８
月
23
日
、
新
旅
客
船
「
し
し
じ

ま
」
の
就
航
を
祝
い
、
母
港
の
幣
串

港
で
お
披
露
目
式
が
開
催
さ
れ
、
有

限
会
社
獅
子
島
汽
船
の
従
業
員
や
地

元
住
民
な
ど
関
係
者
51
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
「
し
し
じ
ま
」
は
、
全
長
約
18
㍍
、

総
19
㌧
で
定
員
は
45
人
と
な
っ
て
い

て
、
老
朽
化
し
た
前
の
船
よ
り
６
㍍

ほ
ど
長
く
、
安
定
感
が
増
し
た
と
共

に
、
客
席
を
少
な
く
し
た
こ
と
で
船

内
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　
運
行
は
、
獅
子
島
と
水
俣
を
１
日

に
３
往
復
、
片
道
約
30
分
で
結
ん
で

い
て
、
通
院
や
買
い
物
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
航
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
同
社
の
須
嵜
隆
文
代
表

取
締
役
社
長
が
「
皆
さ
ま
の
ご
支
援

に
深
く
感
謝
。
本
線
が
地
域
の
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
架
け
橋
に

な
り
、
発
展
と
豊
か
な
生
活
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
安
全
第
一
を
胸
に
全

力
を
つ
く
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　
式
の
あ
と
、
同
港
と
水
俣
港
で
餅

投
げ
が
行
わ
れ
、
２
０
０
人
を
超
え

る
住
民
や
利
用
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　
８
月
20
日
、
指
江
港
で
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
浮
き
桟
橋
の
完
成
を

祝
う
竣
工
式
が
あ
り
、
地
元
住
民
や

漁
業
者
、
工
事
関
係
者
ら
約
50
人
が

出
席
し
、
今
後
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。

　
橋
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
内
蔵
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
製
の
浮
体
形
状
（
22
㍍
×
10

㍍
）。
係
船
柱
は
８
基
と
防
舷
材
20

基
を
設
置
し
、
渡
橋
で
岸
壁
と
つ
な

ぐ
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
指
江
自
治
公
民
館
の
濵
﨑
慎
二
郎

館
長
は「
浮
き
桟
橋
の
完
成
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
水
産
業
発
展
が
期

待
で
き
る
。
関
係
者
に
感
謝
し
、
大

切
に
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
県
北
薩
地
域
振
興
局
の
瀬
戸
口

淳
一
建
設
部
長
は
「
漁
獲
物
や
漁
具

な
ど
の
効
率
的
な
荷
揚
げ
作
業
が
可

能
に
な
り
、
就
労
環
境
の
改
善
が
見

込
め
る
。
同
地
区
の
漁
業
活
動
の
発

展
を
祈
願
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

門出を祝いテープカット門出を祝いテープカット

指江浮き桟橋指江浮き桟橋

餅投げに盛り上がる会場餅投げに盛り上がる会場 水俣港での内覧会水俣港での内覧会

ゆったりとした船内ゆったりとした船内

式辞を述べる式辞を述べる
須嵜社長須嵜社長


